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九州⼤学指定国⽴⼤学法⼈構想 ⼯程表
総合知で社会変⾰を牽引する⼤学

第５期中期⽬標・中期計画期間第4期中期⽬標・中期計画期間
2030202920282027202620252024202320222021

総合知による社会変⾰

推進基盤の整備

社会的課題の解決によっ
て社会を変⾰する取組

ＤＸの推進によって社会
を変⾰する取組

教育による価値創造⼈材の育成

課題解決・価値創造する
視点や発想を学ぶ教育の
展開

多様な博⼠⼈材の育成

教育の国際化とグローバ
ル環境の促進

分野・組織を越えたデータの相互提供・活⽤

●データマネジメント・データガバナンス等の整備、ICT専⾨⼈材の育成
●データ駆動型の教育・研究・医療の展開

→取組成果を活⽤したDXによるイノベーションへ
の貢献など

課題解決型授業科⽬を全学導⼊
【2025年度以降】

留学⽣受⼊⼈数︓3,200⼈（約17％）
外国⼈等教員数︓1,500⼈（約63％）

学内資源の重点配分による取組の促進など、社会的課題解決の全体マネジメント
●未来社会デザイン統括
本部設置【2022年度】

DX戦略の策定、取組の実⾏など、DXの全体マネジメント
●ﾃﾞｰﾀ駆動ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ
推進本部設置【2022年度】

●課題解決型授業科⽬の体系化

●アントレプレナーシップ教育の充実 ●授業科⽬の統合等によるカリキュラム・マネジメントの実施

●ｼﾞｮｲﾝﾄﾃﾞｨｸﾞﾘｰﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ
設置【2025年度】

●ﾏｽ･ﾌｫｱ･ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ卓越
⼤学院設置【2022年度】

●卓越社会⼈博⼠課程
制度導⼊【2024年度】

●産学官共創による教育の充実 ●博⼠課程学⽣のキャリアパスの多様化の促進

●学部・⼤学院の国際コース、国際プログラムの充実、ダブルディグリー・プログラムの拡充による留学⽣の受⼊拡⼤

留学⽣受⼊⼈数︓2,422⼈（約12％）
外国⼈等教員数︓約1,000⼈（約42％）

●３つのエントリ
ポイントで課題解
決の取組展開

①脱炭素︓要素研究群によるエネルギー変換、省エネ、インフラ技術など脱炭素化の社会実装を⾒据えた取組を展開

②医療・健康︓疾患予測・早期発⾒、⾝体機能維持・遠隔医療、精密医療・⾰新的治療の取組を展開

③環境・⾷料︓⼤気・海洋環境研究や⾷料農学研究により環境問題や⾷料問題などの解決に向けた取組を展開
→福岡・九州で始め、同様の課題を有する⽇本、アジア、世界の地域で展開

多様な外部ステークホルダーからの意⾒聴取による取組等の改善

●STEAM教育の検討・展開
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九州⼤学指定国⽴⼤学法⼈構想 ⼯程表
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第５期中期⽬標・中期計画期間第4期中期⽬標・中期計画期間
2030202920282027202620252024202320222021

世界と伍する研究⼒への強化

研究戦略機能の強化
（ブレーン組織の整備）

総合知創出の推進

先端研究の強化

秀逸な研究者の獲得・育
成による研究の推進

⾃由闊達な研究の促進

①国際共著論⽂ 直近5年︓6,892報
②Top10%ジャーナル論⽂ 直近5年︓6,560報
③若⼿研究者︓24%、⼥性研究者︓14％、外国⼈研究者︓6％

①国際共著論⽂ 直近5年︓10,000報
②Top10%ジャーナル論⽂ 直近5年︓9,000報
③若⼿研究者︓30%、⼥性研究者︓25％、外国⼈研究者︓10％

●研究戦略会議による研究⼒強化策等で総合知創出の新たな基盤形成を促進

●⼈⽂社会科学系と科学技術系の有機的連関を促す体制を整備
●⼈⽂学・考古学・歴史学分野研究のアジア拠点化など

●知財特区制度による職務発明等認定、特許経費等の⽀援など

→組織対応型連携による⼤型研究プロジェクト等の増加●３つのエントリポイントによる総合知創成と社会実装の取組を促進

●⾼等研究院︓
若⼿研究者育成
等の拠点化

5年間で25名（毎年5名）の若⼿研究者を獲得・育成 検証・改善 第2ステージ

2030年までに300名の若⼿・外国⼈・⼥性研究者を獲得

●若⼿研究者獲得制度「稲盛フェロープログラム」（仮称）の導⼊【2022年度】

●環境整備事業を拡充し、6年で最⼤30億円程度の研究機器整備を実施

戦略的予算配分の実施、新たな研究上の強みとなる分野の発掘、研究⼒強化の課題等の改善など
●研究戦略会議設置
【2022年度】

●イノベーション研究特区
制度導⼊【2023年度】

研究時間確保による優れた研究成果の創出拡⼤

●Free Quarter for
Research導⼊【2021年度】

●九州⼤学頭脳バンク
創設【2023年度】

●⼤学改⾰活性化制度や卓越研究員制度等の実施、優秀な研究者の確保・育成・定着制度の継続実施

●「国際的リーダー育成基礎プログラム」の導⼊【2023年度】
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第５期中期⽬標・中期計画期間第4期中期⽬標・中期計画期間
2030202920282027202620252024202320222021

社会との連携

オープンイノベーション推進
機能の強化

社会実装化の促進と財務
基盤の強化

シチズンサイエンスの展開

国際協働

戦略的な国際協働による
国際頭脳循環の加速

国際頭脳循環を促す環境
等の整備

①共同研究費受⼊額︓25億円
②⼤学の研究成果発ベンチャー起業数 直近5年︓15社

①共同研究費受⼊額︓50億円
②⼤学の研究成果発ベンチャー起業数︓50社以上

●サイエンスカフェ等のアウトリーチ活動、地域コミュニティとの社会実験的な研究教育活動の実施

●総⻑のトップセールスによる組織対応型連携締結、⼤型共同研究招致、ベンチャー⽀援ファンド設⽴

●海外マッチングファンドで重点的に⼤学間交流を⾏う海外⼤学との国際協働の拡⼤

●国内随⼀の研究教育環境を活⽤した留学⽣・外国⼈研究者の受⼊拡⼤ ●クロスアポイントメントによる国際共同研究の促進

OIP⽀援部⾨の外部法⼈化で事業継続性を担保

プレCXOによる採択案件の事業化検証、プレCXO⼈材の育成

●次世代⼤学発ﾍﾞﾝﾁｬｰ
事業ｼｰｽﾞ育成⽀援ﾌﾟﾛ
ｸﾞﾗﾑ導⼊【2021年度】

●⽇本⼈・留学⽣混住の寮の整備 ●留学⽣・外国⼈研究者と⽇本⼈学⽣・研究者の交流等の促進

海外同窓⽣研究者による滞在型研究機会の増加
●フェローシップ制度
新設【2023年度】

●新外部法⼈設⽴
【2024年度】

イシュードリブン、サイエンスドリブンによる取組の展開⽀援

●ｵｰﾌﾟﾝｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝﾌﾟﾗｯﾄ
ﾌｫｰﾑ（OIP）創設
【2022年度】

グローバルアドバイザリーボードからの意⾒聴取による戦略、取組等の改善
●ｴﾋﾞﾃﾞﾝｽﾍﾞｰｽの国際
戦略策定【2021年度】
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ガバナンスの強化

経営的視点によるガバナン
ス強化

ダイバーシティ環境構築

財務基盤の強化

戦略的な財務基盤
の強化

執⾏部に占める⼥性・外国⼈の割合︓24％

福岡地域戦略推進協議会（FDC）、九州⼤学学術研究都市推進機構（OPACK）等

九⼤版地域連携プラットフォームとの橋渡し役として産学官組織とのエンゲージメントを強化
●未来社会デザイン統括
本部設置【2022年度】

執⾏部に占める⼥性・外国⼈の割合︓40％

●執⾏部への⼥性・外国⼈・学外者の登⽤拡⼤

●多様な価値観やライフスタイルを持つ⼈材の雇⽤拡⼤による多様化の促進

●外部資⾦獲得等と予算
配分体制整備【2022年度】

●オープンイノベーションプラットフォームによる共同研究の受⼊拡⼤や知財収⼊等の獲得

●九州⼤学CEOクラブの活⽤により企業等とのネットワークを強化・拡⼤し、企業等からの⼤型寄附の獲得

●海外同窓会・留学⽣ネットワークの強化と海外富裕層・潜在層の掘り起こしによる基⾦の拡充

外部資⾦等収益の⽐率︓28％ 外部資⾦等収益の⽐率︓35％

（共同研究費受⼊額︓25億円）
（基⾦受⼊額︓20億円）など

（共同研究費受⼊額︓50億円）
（基⾦受⼊額︓60億円）など

●九州地区国⽴⼤学との連携による脱炭素社会の実現に向けた取組の展開【2021年度】

●学内資源（ヒト・モノ・カネ・スペース・トキ）の効果的・効率的な運⽤

●役割・権限・責任等を踏まえた業績評価と処遇の実施

●⼤学発ベンチャーの増加と研究成果の事業化促進による企業等からの投資拡⼤


